
令
和
二
年
一
月
十
日
、

駐
屯
地
は
新
成
人
祝
賀
行

事
を
実
施
し
、
新
成
人
十

六
名
の
前
途
を
祝
っ
た
。

祝
賀
式
は
隊
員
家
族
が

見
守
る
中
、
全
員
で
の
国

歌
斉
唱
、
駐
屯
地
司
令
式

辞
、
協
力
会
会
長
祝
辞
、

新
成
人
代
表
挨
拶
と
続
い

た
。
代
表
挨
拶
で
は
、
第

一
〇
一
施
設
器
材
隊
架
橋

中
隊

釜
形
一
士
が
「
社

会
人
と
し
て
の
責
任
と
自

覚
を
持
つ
」
と
、
誓
い
と

抱
負
を
述
べ
た
。

祝
賀
式
終
了
後
の
祝
賀

会
食
で
は
、
隊
友
会
古
河

支
部
長

内
藤

勝
義
様

の
祝
辞
に
引
き
続
き
、
第

三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊

佐
藤
士
長
の
先
輩
隊
員
を

代
表
し
て
の
激
励
な
ど
、

多
く
の
祝
福
を
受
け
た
。

最
後
に
第
三
三
七
高
射

中
隊

大
嶽
士
長
が
「
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
立

派
な
社
会
人
に
な
る
よ
う

努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
、
会
食
は
終
了
し
た
。

続
く
昼
休
み
に
は
一
号

営
庭
で
成
人
の
主
張
を

行
っ
た
。
新
成
人
は
、
駐

屯
地
隊
員
が
見
守
る
中
、

個
人
の
目
標
や
両
親
へ
の

感
謝
を
大
声
で
発
表
し
た
。

午
後
は
、
市
内
の
篆
刻

美
術
館
に
お
い
て
祝
賀
行

事
の
最
後
と
な
る
心
に
残

る
行
事
と
し
て
篆
刻
を
実

施
し
た
。
新
成
人
は
、
自

ら
選
ん
だ
一
文
字
を
石
に

彫
り
、
成
人
の
記
念
と
し

た
。

令
和
元
年
十
二
月

二
十
日
、
駐
屯
地
に

お
い
て
「
年
末
行

事
」
が
行
わ
れ
た
。

行
事
に
際
し
、
駐

屯
地
司
令
は
各
部
隊

等
が
餅
つ
き
を
行
う

中
、
巡
回
し
一
年
の

労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

引
き
続
き
、
駐
屯

地
食
堂
に
お
い
て
、

古
河
自
衛
隊
協
力
会

会
長
を
は
じ
め
と
す

る
多
数
の
来
賓
を
招

待
し
て
懇
親
会
を

行
っ
た
。
会
で
は
当

初
、
駐
屯
地
司
令
が

挨
拶
し
、
来
賓
は
、

協
力
会
会
長
（
古
河

市
長)

針
谷

力
様
、

後
援
会
会
長

青
木

正
夫
様
か
ら
祝
辞
を

頂
い
た
。

会
の
な
か
ほ
ど
で

は
、
来
賓
と
駐
屯
地

部
隊
長
が
協
力
し
て

の
祝
い
餅
つ
き
が
行

わ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

引
き
続
き
参
加
者

一
同
は
、
年
越
し
そ

ば
に
舌
鼓
を
う
ち
な

が
ら
、
駐
屯
地
の
一

年
の
活
動
を
振
り
返

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

を
話
の
肴
に
、
一
層

の
懇
親
を
深
め
た
。

ま
た
、
各
部
隊
等

は
、
隊
員
家
族
と
の

餅
つ
き
と
会
食
で
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
、
年
末
行
事
は
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し

た
。

謝辞（大嶽士長）

来賓挨拶（協力会会長 針谷 様）

祝い餅つき
（協力会会長・駐屯地司令）

新成人抱負発表（釜形１士）

駐屯地司令挨拶

乾杯

祝賀式

第 ５５号 発 行

司 令 業 務 室

広 報 班
Ｒ ２ ． １ ． １ ５

来賓挨拶（後援会会長 青木 様）

各部隊等を慰労

成人の主張



第３０１ダンプ車両中隊
安杖士長

第３０１ダンプ車両中隊
齋藤１士

第１０１施設器材隊
伊藤士長

第３２０基地通信中隊
蜷川士長

第１０１施設器材隊
根元士長

第１０２施設直接支援大隊
鈴木士長

第３３７高射中隊
大嶽士長

関東補給処古河支処
山﨑事務官

関東補給処古河支処
岡田士長

（２） 令 和 ２ 年 １ 月 １ ５ 日

第１施設団
高級幕僚
太田２佐

十
二
月
二

十
日
付
で
第

一
施
設
団
高

級
幕
僚
と
し

て
、
太
田
二

佐
が
古
河
駐

屯
地
に
転
入

し
た
。

十
月
三
日
か
ら
十
二

月
十
六
日
ま
で
の
間
、

「
ジ
ブ
チ
災
害
対
処
能

力
強
化
支
援
」
に
、
第

一
〇
一
施
設
器
材
隊
特

殊
器
材
中
隊
か
ら
本
森

一
尉
、
松
村
二
曹
の
二

名
が
参
加
し
た
。

ジ
ブ
チ
国
内
で
は
、

十
数
年
振
り
の
豪
雨
に

よ
り
、
教
育
が
一
時
中

断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
ジ
ブ
チ
軍
と
の

連
携
に
よ
り
、
教
官
・

助
教
と
し
て
の
任
務
を

完
遂
し
た
。

教
育
に
つ
い
て
調
整
す
る

本
森
１
尉
（
左
か
ら
２
人
目
）

ジ
ブ
チ
軍
学
生
に
器
材
説
明

す
る
松
村
２
曹

帰
国
報
告
す
る
本
森
１
尉
（
左
）

と
松
村
２
曹
（
右
）

第１０１施設器材隊
深田士長

第１０１施設器材隊
釜形１士

関東補給処古河支処
半田事務官

第１０２施設直接支援大隊
曽根士長

第１０２施設直接支援大隊
滝澤士長

第１０２施設直接支援大隊
濱田士長

第３３７高射中隊
齋藤１士



十
一
月
十
二
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で
の
間
「
令
和

元
年
度
秋
季
東
・
北
富
士

演
習
場
定
期
整
備
」
に
参

加
し
た
。

器
材
隊
は
、
整
備
隊
長

の
命
を
受
け
、
大
野
原
採

礫
場
の
開
設
・
運
営
、
各

部
隊
へ
の
機
力
支
援
及
び

滝
ヶ
原
廠
舎
地
区
内
に
お

け
る
Ｒ
Ｃ
階
段
構
築
作
業

を
実
施
し
た
。

特
に
、
Ｒ
Ｃ
階
段
構
築

作
業
に
お
い
て
、
分
隊
長

鳩
貝
二
曹
以
下
十
名
の
隊

員
は
個
々
の
特
技
を
い
か

ん
な
く
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
分
隊
一
丸
と
な
り
、

設
計
図
に
基
い
た
工
事
管

理
を
徹
底
し
、
質
の
高
い

Ｒ
Ｃ
階
段
を
構
築
し
た
。

ま
た
本
整
備
間
、
様
々

な
機
会
教
育
を
行
い
、
参

加
隊
員
の
安
全
意
識
及
び

識
能
向
上
を
図
り
、
一
件

の
事
故
も
な
く
整
備
任
務

を
完
遂
し
た
。

十
月
十
五
日
、

関

東

補

給

処

長

（
大
塚
陸
将
）
に

よ
る
初
度
視
察
を

受
け
た
。

状
況
報
告
と
と

も
に
、
整
備
工
場
、

補
給
品
倉
庫
等
で

補
給
・
整
備
業
務

の
現
状
を
実
視
し

て
頂
き
、
支
処
業

務
の
現
状
及
び
各

種
課
題
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
理

解
し
て
頂
い
た
。

そ
の
後
、
全
隊

員
に
対
し
て
「
古

河
支
処
で
は
装
備

品
の
可
動
率
向
上

や
人
材
育
成
な
ど

の
取
り
組
み
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
。

引
き
続
き
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
続
け
て
も

ら
い
た
い
」
と
訓

示
さ
れ
た
。

（３） 令 和 ２ 年 １ 月 １ ５ 日

土嚢積み作業を実施する隊員 土嚢を運搬する隊員

十
月
二
日
、
関

東
補
給
処
（
霞
ヶ

浦
）
に
お
い
て
持

続
走
競
技
会
が
実

施
さ
れ
、
総
合
準

優
勝
と
い
う
成
果

を
収
め
た
。

今
年
度
は
例
年

よ
り
も
開
催
時
期

が
早
ま
り
、
十
月

に
入
っ
て
も
強
い

日
差
し
が
照
り
つ

け
、
残
暑
が
厳
し

い
気
候
と
な
っ
た

が
、
各
隊
員
は
優

勝
を
目
指
し
、
こ

れ
ま
で
の
練
成
や

日
々
の
努
力
の
成

果
を
充
分
に
発
揮

し
力
走
し
た
。
惜

し
く
も
総
合
優
勝

に
は
届
か
な
か
っ

た
が
、
昨
年
度
の

第
三
位
か
ら
一
つ

順
位
を
あ
げ
、
準

優
勝
と
な
っ
た
。

十
月
十
二
日
、
関
東

地
方
に
上
陸
し
た
台
風

十
九
号
に
伴
う
災
害
派

遣
に
、
小
隊
長

吉
田

三
尉
以
下
二
十
名
が
出

動
し
た
。

雨
は
止
ん
で
い
た
が
、

活
動
現
場
と
な
っ
た
茨

城
県
五
霞
町
を
流
れ
る

利
根
川
は
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
水
位
が
上

昇
し
、
避
難
勧
告
が
出

さ
れ
た
。

そ
の
中
、
隊
は
同
河

川
の
氾
濫
防
止
の
た
め

河
川
敷
に
約
千
体
の
土

嚢
を
作
成
、
運
搬
及
び

土
嚢
積
み
作
業
を
行
い
、

任
務
を
終
了
し
て
異
状

な
く
帰
隊
し
た
。

総
合
準
優
勝
を
祝
し
記
念
撮
影

儀じょう 施設巡視（整備工場）

階
段
は
つ
り
作
業
を
実
施

す
る
隊
員

特
大
型
ダ
ン
プ
へ
骨
材
の

積
み
込
み
作
業

十
一
月
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
発
症
が
予
想
さ
れ
る

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
患
者
が
多
数
発
生
し
た
」
と
い
う
状

況
で
、
そ
の
対
処
要
領
に
つ
い
て
訓
練
し
、
衛
生
科
と
補

給
科
に
よ
る
対
処
行
動
及
び
駐
屯
地
防
疫
委
員
会
の
設
置

並
び
に
会
議
の
実
施
等
に
つ
い
て
演
練
し
、
不
測
事
態
対

処
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

十
月
、
台
風
十
九
号
に
伴
う
災
害
派
遣
に
お
い
て
、
指

揮
所
及
び
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
・
運
営
す

る
と
と
も
に
、
駐
屯
地
派
遣
部
隊
に
対
し
糧
食
、
燃
料
、

備
蓄
品
の
交
付
及
び
臨
時
健
康
診
断
を
実
施
し
、
支
援
し

た
。

患者の発生及び対処感染症対策本部会議の
実施

防疫班による消毒作業

指揮所開設・運営

備蓄品交付臨時健康診断

キッズサポートセンターの
開設・運営

衛生科隊員による消毒
教育



九
月
二
日
か
ら
十
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
、
小
隊

長
以
下
十
六
名
で
古
河
駐

屯
地
構
内
排
水
設
備
整
備

支
援
を
実
施
し
た
。
一
号

営
庭
に
ク
ロ
ス
ウ
ェ
ー
ブ

を
埋
設
し
、
営
庭
の
排
水

機
能
の
向
上
に
寄
与
し
た
。

こ
の
整
備
支
援
に
よ
り
、

測
量
能
力
、
施
設
機
械
操

作
能
力
、
施
設
基
礎
作
業

及
び
ダ
ン
プ
作
業
能
力
を

向
上
さ
せ
た
。

（４） 令 和 ２ 年 １ 月 １ ５ 日

万歳三唱で見送られる田倉曹長

練成に励む長谷川士長

厳しい監視の中、実施する隊員

学科検定直前の隊員

地盤整地作業の状況

中隊長による地点指示

十
二
月
十
四
日
、
駐

屯
地
曹
友
会
は
「
古
河

駐
屯
地
司
令
杯
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大

会
」
を
開
催
し
た
。

本
大
会
は
、
近
隣
住

民
と
の
交
流
を
図
り
、

自
衛
隊
及
び
駐
屯
地
に

対
す
る
理
解
と
信
頼
を

向
上
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
近
隣
小
学
生
を

招
待
し
て
実
施
し
た
。

駐
屯
地
司
令
の
挨
拶

の
後
、
小
学
生
代
表
に

よ
る
力
強
い
選
手
宣
誓

で
幕
を
開
け
た
本
大
会

は
、
二
ブ
ロ
ッ
ク
八

チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ

戦
で
、
白
熱
し
た
試
合

を
繰
り
広
げ
た
。

子
供
た
ち
は
試
合
の

合
間
に
、
売
店
や
戦
車

等
の
見
学
を
行
い
、
自

衛
隊
の
一
端
に
触
れ
た
。

開会式

十
一
月
十
二
日
か
ら

二
十
一
日
ま
で
の
間
、

秋
季
東
富
士
演
習
場
定

期
整
備
に
参
加
し
た
。

各
地
区
整
備
隊
に
所

要
の
特
大
型
ダ
ン
プ
及

び
施
設
器
材
を
配
属
、

各
地
区
整
備
隊
の
指
揮

の
下
、
一
件
の
事
故
も

無
く
演
習
場
機
能
の
維

持
・
向
上
に
寄
与
し
、

任
務
を
完
遂
し
た
。

骨材を卸下する特大型ダンプ

十
月
十
三
日
か
ら
二
十
二

日
ま
で
の
間
、
東
富
士
演
習

場
整
備
支
援
隊
と
し
て
、
当

該
整
備
に
参
加
し
た
。

本
整
備
支
援
隊
で
は
、
平

素
の
直
接
支
援
態
勢
を
保
持

し
つ
つ
、
全
般
支
援
大
隊
の

一
部
の
支
援
（
需
品
整
備
機

能
）
を
受
け
て
、
被
支
援
部

隊
の
装
備
品
の
高
可
動
率
維

持
に
寄
与
し
た
。

十
月
十
九
日
、
富

士
駐
屯
地
に
お
い
て
、

射
手
六
十
五
名
、
勤

務
員
十
六
名
の
編
成

で
大
隊
射
撃
競
技
会

を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
で
は
、

自
衛
官
と
し
て
必
要

な
射
撃
技
能
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、

団
結
の
強
化
及
び
士

気
の
高
揚
を
図
っ
た
。

野外炊具整備

射撃競技会

十
二
月
六
日
、
寒
空

の
下
、
大
隊
統
制
の
体

力
検
定
競
技
会
を
実
施

し
た
。

古
河
派
遣
隊
を
は
じ

め
独
自
の
練
成
を
行
っ

た
各
派
遣
隊
は
、
共
通

種
目
に
お
け
る
合
計
点

を
競
い
合
い
、
日
ご
ろ

の
成
果
を
出
す
べ
く
汗

を
流
し
た
。

基
地
通
信
隊
は
、
特
技

変
換
に
伴
い
、

そ
れ
に

応
じ
た
学
科
、
術
科
の
検

定
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
令
和
二
年
三
月

末
に
「
東
部
方
面
通
信

群
」
か
ら
「
東
部
方
面
シ

ス
テ
ム
通
信
群
」
に
変
わ

る
が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

各
班
に
お
け
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
も

盛
ん
に
行
い
、
部
隊
改
編

及
び
有
事
に
備
え
て
い
る
。

長
谷
川
士
長
は
八
月
、
初

め
て
の
陸
曹
候
補
生
選
抜
試

験
を
受
験
し
見
事
一
次
試
験

に
合
格
、
九
月
三
十
日
よ
り

二
次
試
験
に
向
け
練
成
が
始

ま
っ
た
。

十
月
二
十
八
日
か
ら
二
十

九
日
に
は
東
部
方
面
会
計
隊

に
よ
る
二
次
試
験
が
実
施
さ

れ
、
日
ご
ろ
の
練
成
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
見
事
二
次

試
験
に
合
格
！

方
面
の
三

次
試
験
に
進
ん
だ
。

十
一
月
五
日
、
霞
ヶ

浦
派
遣
隊
に
所
属
す
る

田
倉
曹
長
が
三
十
有
余

年
の
永
き
に
わ
た
る
自

衛
隊
勤
務
を
終
え
定
年

退
官
を
迎
え
た
。

残
さ
れ
た
我
々
は
、

改
め
て
身
を
引
き
締
め
、

田
倉
曹
長
が
築
い
て
き

た
軌
跡
を
継
承
し
て
い

く
。

白熱した試合の様子

十
月
三
十
一
日
か

ら
十
一
月
二
日
ま
で

の
間
、
米
国
マ
ク
レ

ガ
ー
射
場
に
て
行
わ

れ
た
中
Ｓ
Ａ
Ｍ
部
隊

実
射
訓
練
検
閲
を
受

閲
し
た
。

訓
練
参
加
者
は
こ

の
一
年
間
練
成
を
積

み
重
ね
、
年
度
当
初

の
目
標
で
あ
る
『
日

本
一
の
成
果
獲
得
』

を
目
指
し
、
本
検
閲

に
臨
ん
だ
。

結
果
は
要
撃
成
功
、

優
秀
、
日
本
一
の
成

果
を
獲
得
し
、
栄
光

を
掴
む
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
さ
ら

な
る
精
強
な
部
隊
を

目
指
し
、
引
き
続
き

練
度
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。

目標に向け飛び立つ
中ＳＡＭ


